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はじめに 

 放送コンテストにおいても著作物保護は当然である。全国大会では、著作権処理について、音楽著

作物の著作権処理が先行して行われ、その他の著作物についても権利処理をきちんとすることをコン

テストの規定として確認されている。 

 以前、次のようなことが指摘された。「番組作品で外国曲を使用し、許諾を得ぬまま発表して、指

し値で高額な著作権料を請求された」、「アナウンス原稿で差別的な表現があった」。そのようなこ

とを受け、全国大会では、審査において失格も視野に入れた審査基準で行われるようになった。要項

でもそのことを明記している。これまでの全国大会でも、失格に近い処置が行われたことがある。 

 ① テレビドキュメント  著作権未処理(新聞記事の画面) 

  ②    〃       音源使用許諾無し 

 ③ 創作ラジオドラマ   効果音の著作隣接権未処理 

 そこで、全国事務局では 

  ・使用著作物については必ず一覧表に記入し台本末尾に添付する。 

  ・許諾が必要なものは許諾書のコピーを台本末尾に添付する。 

  ・判断に迷うケースは必ず文書を必要とすることを原則とする。 

ことを求めている。 

 このことは、県事務局段階でも要求されており、事前チェックし、｢処理がきちんと行われた｣前提

で参加シールを貼ることになっている。全国大会の台本の事前提出は、まさにそのことを意味する。

県段階を通って、全国大会で著作権未処理で前述のような処置が取られても、当該校の責任として承

知してもらいたい。なお、チェックの時、疑義が生じても文書が添付されていればはっきりするので、

些細なものでも、あるいは明らかなものでも文書で明記しておいた方がよい。 

 なお、県大会では、審査において、今後全国大会を参考にしながら、審査において何らかの対応を

する方向で検討する予定である。したがって、各学校とも県大会から著作権処理については確実に処

理をするようにお願いをしたい。以上のように著作物保護や著作権処理などについて学習し、よりよ

い作品を制作し発表することを願っています。 

 

全国大会事務局より 

番組製作は、著作物の創造です。制作者にあたるみなさんは、自分の著作物を勝手に使用されたり改

変されたりしない権利を有しています。制作にあたって他者の権利を尊重し、著作権や肖像権等を守

るのは、自分の権利を守ることと同じです。制作者・情報発信者であるみなさんは、企画の段階から

この点に配慮し、必要な手続きをとって、取材や制作を進めてください。コンテストでは公開審査を

行い、参加作品を NHK の放送や夏の特番、WEB サイトで公開したり、イベントや印刷物等に使用する

ことがあります。このことを前提として了解や許諾を得てください。（「様式２－４」「様式２－５」

に記載。） 

 ※フリー素材の使用範囲について WEB での使用について言及していないものがあり、全国審査で 

  引っかかる事例がありました。 



著作物の著作権処理の手順 

 

Ⅰ．音楽著作物の場合 

 

 １．ＪＡＳＲＡＣ管理曲かを確認する。           自演    ＣＤ曲を使用したい 

        インターネットで検索 

        外国曲、専属曲は絶対に使用しない 

  ２．レコード会社へ音源使用許諾申請を 

      して許諾を得る。(著作隣接権) 

        (音源使用に対して有料、無料) 

        音源使用許諾書 を添付 

 

      ※自演の場合は音源使用許諾申請は不要 

 

 

      レコード会社へ 

      音源使用許諾を得る 

         許諾     不許可 

 

 

 

有料 

or無料 

 

 

 ３．ＪＡＳＲＡＣへ著作権料を支払う                                     

            (作詞家、作曲家へ)                        ＪＡＳＲＡＣ管理曲か     

      各学校で JASRAC へ使用の手続きを行う。            はい         いいえ   

       (申し込み・料金の支払い) 

        JASRAC 利用明細書 を台本に添付         直接本人へ使用の許諾・使用料の支払い 

        JASRAC 許諾番号を台本表紙に記入 

       ＪＡＳＲＡＣ管理曲でない場合、直接作詞家、作曲家へ支払う。(料金は交渉) 

       ※著作権フリーの効果音でも著作隣接権などがある場合注意が必要である。 

 

Ⅱ．新聞、雑誌、写真、絵画等の著作物の場合   様式２－５を使用する 

  使用許可書、転載許可書、撮影許可書等、許可を得た旨を示す文書を添付する。 

 

Ⅲ．肖像権、放送許諾(発表、放映)等の場合    様式２－５を使用する 

    人を撮影・・・・作品(コンテスト発表)に使用する旨許諾を得る。 

                    人権に配慮する(個人を特定できない工夫等) 

    ※人物を追った作品に関しては、必ず本人の許諾を文書で得て、台本の末尾に添付する。 

    商品・キャラクター・・著作物か風景か 

      ※優秀作品で、テレビでの放映や WEB での公開になる場合があるのでその許諾も得る 

 

Ⅳ．アナウンス原稿について 

    アナウンス原稿でも、人権、表現の適切さが問われる 

    人権、社会的な差別などに関し適切な題材か、また適切な表現かを吟味する。 

  著作物の｢引用｣についても、よく調べておく。 


